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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 57,753 △3.5 2,624 17.0 1,941 110.6 1,457 576.1
23年3月期 59,878 △3.9 2,243 △3.7 921 △6.1 215 △26.9

（注）包括利益 24年3月期 1,471百万円 （―％） 23年3月期 △592百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 12.66 ― 29.1 3.9 4.5
23年3月期 1.87 ― 4.5 1.8 3.7

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 47,846 5,684 11.9 49.42
23年3月期 50,469 4,337 8.6 37.68

（参考） 自己資本   24年3月期  5,684百万円 23年3月期  4,337百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 3,832 △1,321 △3,317 3,168
23年3月期 2,143 △935 △1,972 4,034

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00 115 53.4 2.4
24年3月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50 287 19.7 5.7
25年3月期(予想) ― 0.00 ― 2.50 2.50 ―

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 31,000 4.2 2,350 △3.2 1,870 △8.1 880 △50.5 7.65
通期 59,500 3.0 2,500 △4.7 1,500 △22.7 700 △52.0 6.09



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 1社 （社名） アジア ダイワ（ホンコン）Co.,リミテッド 、 除外 1 社 （社名） ダーシェン・インク

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 120,000,000 株 23年3月期 120,000,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期 4,977,190 株 23年3月期 4,865,068 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 115,058,968 株 23年3月期 115,144,838 株

（参考）個別業績の概要 

平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 32,196 △1.5 1,923 49.6 1,513 147.8 1,337 133.5
23年3月期 32,689 △5.4 1,285 3.4 610 △3.8 573 40.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 11.63 ―
23年3月期 4.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 44,728 10,261 22.9 89.21
23年3月期 45,955 8,697 18.9 75.54

（参考） 自己資本 24年3月期  10,261百万円 23年3月期  8,697百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表に対する監査手
続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．経営成績 
(1) 経営成績に関する分析 

当連結会計年度における国内外の経済は、新興国においては引き続き堅調に推移しましたが、
ユーロ圏のソブリン・リスクに伴なう世界的な金融不安がくすぶり、米国経済も高い失業率や個
人消費の低迷により景気回復のペースが鈍化いたしました。国内においては、東日本大震災と原
発事故の影響から徐々に立ち直りつつありましたが、円高の更なる進行や株式市場の低迷等に加
え、タイにおける洪水被害の影響等により、景気の先行きに対する不透明感が強まりました。 
当社グループの属するスポーツ・レジャー用品等の業界も、一時期の混乱状態は解消されたも

のの、消費マインドの冷え込み等、引き続き厳しい状況が続いております。  
このような市場環境の中で、当社グループは被災エリアにおける小売店舗の早期復旧を図ると

共に、魅力ある新製品の投入やマーケティング力の強化に注力したことにより、減収幅を段階的
に改善してきましたが、当連結会計年度においては、震災や原発事故の影響を払拭するまでには
至っておらず、売上高は577億５千３百万円（前期比3.5％減）に止まりました。利益面では、減
収の影響があったものの、製造コストの低減や固定費の引き下げ等の体質強化策を強力に推進し
たことが奏功し、営業利益は26億２千４百万円（前期比17.0％増）となりました。また、経常利
益は金融コストの改善や為替差損の減少等により、19億４千１百万円（前期比110.6％増）、当
期純利益も、税金費用の減少により、14億５千７百万円（前期比576.1％増）と大幅な増益とな
りました。 

 
セグメントの業績は次のとおりであります。 

①日本 

国内経済は、東日本大震災と原発事故の影響による個人消費の急速な落ち込みは徐々に解消
されつつありますが、依然として厳しい状況が続いております。このような状況の中、市場ニ
ーズに合った新製品を投入し拡販活動を強力に推進しましたが、売上高は478億１千３百万円
（前期比4.0％減）、セグメント利益は37億９千５百万円（前期比9.3％増）となりました。 
②米州 
米州経済は、景気の回復が鈍化しつつあり、高い失業率や個人消費の低迷等、不安定な状況

が続いております。このような中、市場にマッチした製品の投入と積極的なマーケティング活
動を展開しましたが、円高の影響から売上高は32億７千５百万円（前期比9.7％減）、セグメ
ント利益は８千７百万円（前期比23.7％減）となりました。 
③欧州 

欧州経済は、財政問題により景気が減速しており、個人消費の低迷が続いております。この
ような市場環境の中で、積極的な拡販に注力した結果、売上高は58億３千４百万円（前期比1.
5％増）、セグメント利益は１億９千９百万円（前期比6.2％増）となりました。 
④アジア・オセアニア 

アジア・オセアニア経済は、先進国の景気の低迷及び、タイにおける自然災害の影響を受
け、成長率が伸び悩んでおります。このような状況の中、積極的な営業活動を行った結果、売
上高は79億６千２百万円（前期比8.2％減）、セグメント利益は１億３千８百万円（前期比1,5
54.6％増）となりました。 
 

（次期の見通し） 

今後の見通しにつきましては、ユーロ圏の金融不安、米国の消費低迷により、依然として世界
的な消費低迷は続くものと見込まれます。また、国内においても原発に絡む環境問題等により、
当社グループの属するスポーツ・レジャー用品業界も引き続き厳しい状況が想定されます。 
このような中、「魅力ある新製品の開発」や「ユーザー密着型の営業政策」に一層の注力を行

うと共に、新興市場の開拓等のグローバル戦略を強化することにより、市場の活性化と拡大を図
ってまいります。 
以上のことから、次期業績見通しにつきましては、連結売上高595億円（前期比3.0％増）、連

結営業利益25億円（前期比4.7％減）、連結経常利益15億円（前期比22.7％減）、連結当期純利
益７億円（前期比52.0％減）を予想しております。 
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(2) 財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 
当連結会計年度末の資産合計は478億４千６百万円と前連結会計年度末と比べ26億２千２百万

円減少しております。これは主に、現金及び預金やたな卸資産等が減少したことによるものであ
ります。 
負債合計は421億６千２百万円と前連結会計年度末と比べ39億６千８百万円減少しておりま

す。これは主に、借入金等の有利子負債が減少したことによるものであります。 
純資産合計は56億８千４百万円と前連結会計年度末と比べ13億４千６百万円増加しておりま

す。これは主に、当期純利益を計上したことによるものであります。 
 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ８億６千５百万円減少
し、31億６千８百万円（前連結会計年度末は40億３千４百万円）となりました。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、「(1)経営成績に関する分析」に記載のような経営
環境の下、製造コストの低減や固定費の引下げ等によって、税金等調整前当期純利益が大幅に
増加したことに加え、たな卸資産等の資産の圧縮により、38億３千２百万円の収入（前連結会
計年度は21億４千３百万円の収入）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動によるキャッシュ・フローは、新製品生産用金型を中心とした設備投資等を行った

ことから、13億２千１百万円の支出（前連結会計年度は９億３千５百万円の支出）となりまし
た。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金を返済したこと等により、33億１千７百万円
の支出（前連結会計年度は19億７千２百万円の支出）となりました。 

 

（参考）キャッシュ･フロー関連指標の推移 

 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率（％） 21.2 7.9 10.1 8.6 11.9

時価ベースの自己資本比率

（％） 
41.1 27.8 26.0 21.7 24.8

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 12.7 17.2 6.7 12.9 6.4

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 2.7 2.8 6.6 3.7 7.5

自己資本比率：自己資本／総資産 
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 
（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 
（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 
（注３）キャッシュ･フローは、営業キャッシュ･フローを利用しています。 
（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負

債を対象としています。 
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２．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、“Feel the earth”（地球を五感で楽しもう）をテーマに、地球を舞台に、人

生に豊かな時間を提供する“A Lifetime Sports Company”として、自然とスポーツを愛する世界中

の人々に貢献してまいります。  

また、時代の変化に的確に対応し、社内外の経営資源を有効に活用することにより、各事業分野

で大きな強みを持つ企業として継続的な成長と安定した収益を実現できる経営体質の確立をめざし、

株主様をはじめとしたステークホルダーの方々にとっての満足度を高め、企業価値の向上を図って

まいります。  

(2) 目標とする経営指標 

ユーロ圏の債務問題による世界経済への影響や、東日本大震災及び原発汚染等による消費動向等、

先行不透明感が払拭できない状況下において、現在、目標値等の見直しを検討しております。今後

の市場動向を慎重に見極めた上で、改めて公表する考えであります。 

(3) 中長期的な会社の経営戦略 

2008年のリーマンショック、2011年の大震災や原発事故の発生に対し、グループを挙げた緊急危

機対応によって、業績の維持、回復に努め、一定の成果を収めてまいりました。この状況を踏まえ、

2012年以降については、足踏み状態を余儀なくされていた成長戦略の取り組みを再開し、成長路線

への早期復帰を目指してまいります。 
 

（事業別戦略の概要） 

〔フィッシング事業〕 

当社の主力事業であり、世界No.1の地位を有しております。 

DAIWA（ダイワ）ブランドを中心に、世界４拠点別戦略の推進、新興国市場の開拓、および市

場深耕・新市場創出に向けた諸施策に取り組み、市場の活性化と圧倒的な世界No.1体制の構築

を図ります。 

〔ゴルフ事業〕 

ONOFF（オノフ）並びにFOURTEEN（フォーティーン）ブランドを中心に、高度に差別化された

ブランドマネジメントの徹底と、アジア・北米市場での拡販を図り、着実な成長とブランド価

値の向上をめざします。 

〔スポーツ事業〕 

スポーツビジネスの全体構想のもと、Prince（プリンス）ブランドのラケットスポーツ、

focus（フォーカス）、corratec（コラテック）ブランドを中心とするサイクルスポーツ等、各

ブランドマネジメントの最適化と日本市場に適合した商品・サービスの開発に取り組み、市場

の活性化とブランド価値の向上をめざします。 

(4) 会社の対処すべき課題 

当社は、経営戦略の柱となる施策を以下のように設定いたしました。 

［「グローブライド」の原点］ 

1. お客様中心の経営 

当社グループに集う一人ひとりが、「お客様の満足を中心に据えた経営」を実践します。 

2. “ライフタイム・スポーツ・カンパニー”としての社会貢献 

人と人、人と自然とのふれあいを大切にし、地球を舞台にスポーツを通して、人生に豊か

な時間を提供し、自然とスポーツを愛する世界の人々に貢献してまいります。 

重点方策 

1. グローバルNo.1ブランドの更なる強化 

お客様にとって真に魅力ある新製品を提供し、市場の変化に的確に対応出来る強力な販売

体制を構築します。 

2. グループ・グローバル経営の拡大・充実 

国内はもとより、益々広がりを見せる海外市場で積極果敢な拡販戦略を展開し、グルー

プ・グローバル経営の拡大と充実を図ります。 

3. 事業構造と企業風土の改革 

個人・事業・会社の各々のレベルでその中身をゼロベースで見直し、無駄の排除と効率化

を進め、利益体質の事業構造を目指すとともに、変化や挑戦を恐れない、積極的な企業風土

へと進化します。 
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,049 3,183

受取手形及び売掛金 7,866 8,464

商品及び製品 12,562 12,025

仕掛品 1,389 1,090

原材料及び貯蔵品 1,339 1,418

繰延税金資産 584 575

その他 1,387 1,239

貸倒引当金 △386 △395

流動資産合計 28,793 27,602

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,022 9,803

減価償却累計額 △5,691 △5,735

建物及び構築物（純額） 4,331 4,067

機械装置及び運搬具 7,222 6,777

減価償却累計額 △5,197 △5,038

機械装置及び運搬具（純額） 2,025 1,739

土地 5,456 5,445

建設仮勘定 70 85

その他 11,003 11,419

減価償却累計額 △9,785 △10,204

その他（純額） 1,217 1,214

有形固定資産合計 13,100 12,552

無形固定資産   

のれん 2,108 1,912

その他 637 767

無形固定資産合計 2,745 2,679

投資その他の資産   

投資有価証券 3,151 2,573

繰延税金資産 258 147

その他 2,479 2,350

貸倒引当金 △60 △60

投資その他の資産合計 5,830 5,011

固定資産合計 21,675 20,243

資産合計 50,469 47,846
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,837 6,968

短期借入金 13,634 12,912

1年内償還予定の社債 240 240

未払金 2,423 1,683

未払法人税等 395 204

売上割戻引当金 35 101

返品調整引当金 180 200

ポイント引当金 240 247

賞与引当金 452 461

役員賞与引当金 － 15

その他 829 858

流動負債合計 25,267 23,892

固定負債   

社債 540 300

長期借入金 13,289 10,989

再評価に係る繰延税金負債 1,182 1,035

退職給付引当金 5,114 5,237

役員退職慰労引当金 158 177

その他 579 529

固定負債合計 20,863 18,269

負債合計 46,131 42,162

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,184 4,184

利益剰余金 3,903 5,244

自己株式 △834 △843

株主資本合計 7,253 8,585

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 229 379

繰延ヘッジ損益 △43 15

土地再評価差額金 836 983

為替換算調整勘定 △3,938 △4,278

その他の包括利益累計額合計 △2,915 △2,901

純資産合計 4,337 5,684

負債純資産合計 50,469 47,846
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 59,878 57,753

売上原価 36,968 35,371

売上総利益 22,909 22,382

販売費及び一般管理費 20,666 19,758

営業利益 2,243 2,624

営業外収益   

受取利息 10 12

受取配当金 59 56

不動産賃貸料 176 143

その他 460 458

営業外収益合計 706 671

営業外費用   

支払利息 572 507

売上割引 548 530

為替差損 575 79

その他 332 237

営業外費用合計 2,028 1,354

経常利益 921 1,941

特別利益   

貸倒引当金戻入額 34 －

固定資産売却益 8 4

投資有価証券売却益 53 4

その他 1 0

特別利益合計 97 9

特別損失   

減損損失 12 90

投資有価証券評価損 61 69

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 90 －

災害による損失 139 38

その他 21 49

特別損失合計 326 247

税金等調整前当期純利益 692 1,704

法人税、住民税及び事業税 345 206

法人税等調整額 132 39

法人税等合計 477 246

少数株主損益調整前当期純利益 215 1,457

当期純利益 215 1,457
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 215 1,457

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △48 149

繰延ヘッジ損益 98 58

土地再評価差額金 － 146

為替換算調整勘定 △858 △340

その他の包括利益合計 △808 14

包括利益 △592 1,471

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △592 1,471

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 4,184 4,184

当期末残高 4,184 4,184

利益剰余金   

当期首残高 6,294 3,903

当期変動額   

剰余金の配当 △345 △115

当期純利益 215 1,457

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △2,261 －

当期変動額合計 △2,391 1,341

当期末残高 3,903 5,244

自己株式   

当期首残高 △3,093 △834

当期変動額   

自己株式の取得 △2 △10

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 2,261 －

当期変動額合計 2,259 △9

当期末残高 △834 △843

株主資本合計   

当期首残高 7,384 7,253

当期変動額   

剰余金の配当 △345 △115

当期純利益 215 1,457

自己株式の取得 △2 △10

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 － －

当期変動額合計 △131 1,332

当期末残高 7,253 8,585

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 278 229

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △48 149

当期変動額合計 △48 149

当期末残高 229 379
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 △141 △43

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 98 58

当期変動額合計 98 58

当期末残高 △43 15

土地再評価差額金   

当期首残高 836 836

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 146

当期変動額合計 － 146

当期末残高 836 983

為替換算調整勘定   

当期首残高 △3,080 △3,938

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △858 △340

当期変動額合計 △858 △340

当期末残高 △3,938 △4,278

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △2,106 △2,915

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △808 14

当期変動額合計 △808 14

当期末残高 △2,915 △2,901

純資産合計   

当期首残高 5,277 4,337

当期変動額   

剰余金の配当 △345 △115

当期純利益 215 1,457

自己株式の取得 △2 △10

自己株式の処分 0 0

自己株式の消却 － －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △808 14

当期変動額合計 △940 1,346

当期末残高 4,337 5,684
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 692 1,704

減価償却費 1,567 1,471

減損損失 12 90

のれん償却額 195 195

ポイント引当金の増減額（△は減少） 33 7

返品調整引当金の増減額（△は減少） － 20

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 20

売上割戻引当金の増減額（△は減少） 2 71

賞与引当金の増減額（△は減少） △2 8

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 15

退職給付引当金の増減額（△は減少） 127 124

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 20 19

受取利息及び受取配当金 △69 △68

支払利息 572 507

為替差損益（△は益） 0 △17

有形固定資産売却損益（△は益） 4 △2

有形固定資産除却損 15 46

売上債権の増減額（△は増加） 321 △764

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,096 556

その他の流動資産の増減額（△は増加） △206 64

仕入債務の増減額（△は減少） 508 215

未払金の増減額（△は減少） △77 98

その他の流動負債の増減額（△は減少） △65 128

預り保証金の増減額（△は減少） △27 △1

その他の営業外損益（△は益） △219 △147

投資有価証券売却損益（△は益） △52 △2

投資有価証券評価損益（△は益） 61 69

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 90 －

災害損失 139 38

その他 112 △12

小計 2,678 4,455

利息及び配当金の受取額 69 69

利息の支払額 △579 △511

法人税等の還付額 79 39

法人税等の支払額 △285 △435

その他の収入 180 215

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,143 3,832
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △14 △14

定期預金の払戻による収入 34 14

有価証券の取得による支出 △300 △300

有価証券の売却による収入 313 300

有形固定資産の取得による支出 △1,002 △1,034

有形固定資産の売却による収入 11 9

無形固定資産の取得による支出 △224 △348

投資有価証券の取得による支出 △41 △2

投資有価証券の売却による収入 288 14

貸付けによる支出 △21 △47

貸付金の回収による収入 27 81

その他 △7 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △935 △1,321

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 47,456 43,347

短期借入金の返済による支出 △47,764 △44,007

長期借入れによる収入 6,430 5,000

長期借入金の返済による支出 △7,395 △7,282

社債の償還による支出 △340 △240

自己株式の取得による支出 △2 △1

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △343 △114

その他 △13 △18

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,972 △3,317

現金及び現金同等物に係る換算差額 △168 △60

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △933 △866

現金及び現金同等物の期首残高 4,968 4,034

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1

現金及び現金同等物の期末残高 4,034 3,168
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(5) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6) 表示方法の変更 

（連結損益計算書） 

前連結会計年度において、「特別利益」の「その他」に含めていた「固定資産売却益」は、特別利益
の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法
の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 
この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別利益」の「その他」に表示していた10

百万円は、「固定資産売却益」８百万円、「その他」１百万円として組み替えております。 
 
前連結会計年度において、「特別損失」の「その他」に含めていた「減損損失」は、特別損失の総額

の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更
を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 
この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「その他」に表示していた34

百万円は、「減損損失」12百万円、「その他」21百万円として組み替えております。 
 
(7) 追加情報 
当連結会計年度の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤
謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用し
ております。 

 

(8) 連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 
１  報告セグメントの概要 
当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ
ているものであります。 
当社グループは、主に釣用品、ゴルフ用品及びラケットスポーツ用品等を生産・販売しており、国内

においては当社及び連結子会社が、海外においては各地域をそれぞれ独立した現地法人が担当してお
り、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 
したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別セグメントから構成されており、

「日本」、「米州」、「欧州」及び「アジア・オセアニア」の４つを報告セグメントとしております。 
 
２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 
報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と概ね同一であります。 
報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は

市場実勢価格に基づいております。 
 
３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 
前連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
日本 米州 欧州 

アジア・ 
オセアニア 

売上高  
  外部顧客への売上高 48,509 3,574 5,747 2,046 59,878
  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

1,310 53 2 6,631 7,997

計 49,820 3,627 5,750 8,678 67,876
セグメント利益 3,472 115 187 8 3,783
セグメント資産 46,765 2,321 3,285 7,052 59,424
その他の項目  
  減価償却費 904 13 56 472 1,447
  のれんの償却額 180 － － 15 195
  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

656 75 58 358 1,148
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当連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 
（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

合計 
日本 米州 欧州 

アジア・ 
オセアニア 

売上高  
  外部顧客への売上高 46,594 3,228 5,816 2,114 57,753
  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

1,218 47 18 5,847 7,132

計 47,813 3,275 5,834 7,962 64,886
セグメント利益 3,795 87 199 138 4,220
セグメント資産 45,646 1,994 3,399 5,925 56,965
その他の項目  
  減価償却費 825 18 50 463 1,358
  のれんの償却額 180 － － 15 195
  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

776 0 58 248 1,083

 
４  報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する
事項） 

（単位：百万円） 
売上高 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 67,876 64,886
セグメント間取引消去 △7,997 △7,132
連結財務諸表の売上高 59,878 57,753
  

（単位：百万円） 
利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計 3,783 4,220
セグメント間消去及び全社費用（注） △1,539 △1,596
連結財務諸表の営業利益 2,243 2,624
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 
（単位：百万円） 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 
報告セグメント計 59,424 56,965
セグメント間資産の消去 △16,444 △16,285
全社資産（注） 7,488 7,166
連結財務諸表の資産合計 50,469 47,846
(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門に係る資産であります。 

 
（単位：百万円） 

その他の項目 
報告セグメント計 調整額 

連結財務諸表 
計上額 

前連結 
会計年度 

当連結 
会計年度 

前連結 
会計年度 

当連結 
会計年度 

前連結 
会計年度 

当連結 
会計年度 

減価償却費 1,447 1,358 67 62 1,514 1,421
のれんの償却額 195 195 － － 195 195
有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 

1,148 1,083 220 195 1,369 1,278

 
 

（１株当たり情報） 

 
前連結会計年度 

(自  平成22年４月１日 
  至  平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

１株当たり純資産額 37円68銭 49円42銭 

１株当たり当期純利益金額 1円87銭 12円66銭 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度 

(自  平成22年４月１日 
  至  平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益(百万円) 215 1,457 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － 

普通株式に係る当期純利益(百万円) 215 1,457 

普通株式の期中平均株式数(株) 115,144,838 115,058,968 
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  ３  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
純資産の部の合計額(百万円) 4,337 5,684 

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 4,337 5,684 

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
期末の普通株式の数(株) 

115,134,932 115,022,810 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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